
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「当館の存在を多くの方々に知っていただく」普及活動として、2024 年（令和６）11月 13 日（水）～17日（日）

に館外展示（パネル展）を実施しました。展示観覧の主たる対象者としては、公文書館の存在を知らない様々な年

代層の方々を想定しました。そのために多くの人が集まる場所として、ＪＲ長野駅直結 MIDORI３階「りんごのひろ

ば」を選びました。また、わかりやすく目を引く展示にするために、長野日本大学高等学校探究創造学科グローバル

プロジェクトコース（以下、「長野日大ＧＰ」と記す）の生徒さんとコラボレーションをおこないました。 

展示タイトルは「長野市公文書館情報①」（今後、②③と継続する予定）、テーマは「長野市公文書館ってどんなと

ころ」・「魅(み)てみよう１００年の長野市」の二本立てとしました。当館の存在や機能について知ってもらうこと

と、実際の当館所蔵資料を見てもらうことを意図したテーマです。 

展示内容は次の通りです。第一テーマ「長野市公文書館ってどんなところ」では当館の紹介を主としました。第二

テーマ「魅(み)てみよう１００年の長野市」では、今年が長野市中央通り拡張 100 年にあたるので、1925 年（大正

14）の職業別明細図を中心にして、大正末期から昭和初期の長野市の様子を写真で取り上げることにしました。 

７月末、長野日大 GPの生徒さんに、展示ということに一緒に挑戦してみたいこと・高校生の率直な意見が必要な

ことの２点の願いを紙面にて紹介し、学校の協力をいただいて募集をかけました。その結果、５名の高校生の参加

を得て、「公文書館展示プロジェクト」が発足しました。 

９月初めから約１月半、６回に及ぶ展示企画委員会を通して、高校生と共に企画・制作に取り組みました。参加

した当館職員は、目を引くための高校生のアイディアに驚

くと同時に、なる程と納得することばかりでした。第二テ

ーマの「魅(み)てみよう」の漢字は、見てもらうこと・魅

力ある長野をかけたことばにしようと、高校生が考えてく

れたものです。おかげで最初に考えたパネル案と比べてか

なり親しみやすく目を引くパネルとなりました。 

展示の最終日に、高校生と当館職員が会場に立ち、展示

説明をおこないました。当日、質問する観覧者に応じる高

校生の姿（右の写真参照）に触れ、観覧者の展示への関心

の高さを感じるとともに高校生の頼もしさも感じることが

できました。                         

なお、高校生の取り組み及び感想や観覧者の声などの詳

細については「市誌研究ながの３２号」（令和７年３月発

行予定）に掲載する予定です。 

 

 

 昨年 10 月 27 日（日）、前年度に引き続き講師に西澤安彦氏（前長野市公文書館主任専門主事）をお迎えし、「松

代藩の『拾万石御百姓訴訟』（二斗八騒動）と善光寺」をテーマにお話しいただきました。善光寺にある千人塚と伝

えられている供養塔が建てられた背景について、北信地区で起きた一揆との関係について紹介していただきました。

講演中、メモをとりながら話に聞き入る方、「一揆は若い者が犠牲になるから心情的に 逆修
ぎゃくしゅ

の心情に結びつく」と

の西澤氏のことばに思わず頷く方も多くおられました。「今度、善光寺に行ったら千人塚を見たい」という感想もあ

り、講演会を通して歴史への関心を高めることがでました。 
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詳しくは「市誌研究ながの」32 号に講

演記録を掲載する予定です。 

館外展示「長野市公文書館情報➀」（パネル展）開催 

令和６年度 長野市公文書館講演会開催 
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【新たな公開資料】 

「信 毎ペンの庫」 3,410 点   「市 川進資料」 2 点   「久野直美資料」 1 点           

「東福寺村文書 2」1,214 点 「長野県蚕業試験場関係資料」17点  「小市用水関係資料」38点   

「下氷鉋村関係資料 」13 点    

【活動記録】 

8/1  風間勇一家文書搬入           8/7  風間英明家文書搬入 

9/5  パネル展企画委員会（長野日大高校生との合同会議、全６回） 

9/26 北信公民館運営協議会研修（62 名来館） 10/27 長野市公文書館講演会    

11/5  佐久市立図書館協議会来館（館内見学） 

11/13 長野市公文書館館外パネル展示（17日まで、会場については表面記事参照） 

11/14 市立長野高校市民開放講座「ながのろじー」来館 

11/21 仲町小出家資料調査・搬入        12/20 山崎家資料調査・搬入 

日々是文書～スタッフ通信～ 

 

「古文書を読む」 
※写真のくずし字は綿内村役場１『公儀・領主御触書留帳拾四冊目』（当館所蔵）より抽出 

 

【
古
文
書
紹
介
解
答
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①
三
拾

さ
ん
じ
ゅ
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②
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③
高 

④
面
体

め
ん
て
い 

 

⑤
色 

⑥
頬ほ

お

古こ

け 

⑦
常
体

じ
ょ
う
た
い  

⑧
歯 

⑨
耳 

長野市公文書館 
所 在 地  〒380-0928 長野市若里六丁目６－２ 長野市若里分室内 

電 話  ０２６－２２４－０７０１  Ｆ Ａ Ｘ ０２６－２２４－０７０２ 

HomePage  https://www.city.nagano.nagano.jp/kobunsho/index.html 

又は  長野市公文書館  で検索 

E - m a i l  kobun@city.nagano.lg.jp 
開館時間  午前９時から午後５時（閲覧申込みは午後４時 30分まで） 

休 館 日  土曜日・国民の祝日に関する法律に規定する休日  

年末年始（12月29日～1月 3日） 

こんなときにはご相談ください。 

・古い土蔵などを取り壊すので、所蔵 

資料を寄贈・寄託したい。 

・所蔵資料の保存・活用を図り、後世 

に伝えたい。 

江
戸
時
代
に
書
か
れ
た
古
文
書
の
多
く
は
、
草
書
で
つ
な
げ
て
書
く
く

ず
し
字
で
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
く
ず
し
字
は
、
異
な
る
字
で

も
似
た
形
が
あ
っ
た
り
、同
じ
字
で
も
い
く
つ
も
の
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が
あ
っ
た
り
し
て
、

字
の
形
だ
け
で
は
判
断
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
迷
っ
た
時
は
、
文
章
の
意

味
か
ら
字
を
予
測
し
、「
く
ず
し
字
用
例
辞
典
」
な
ど
で
そ
の
く
ず
し
字

の
形
を
確
認
し
た
上
で
字
を
決
め
出
す
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
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今
回
は
、意
味
か
ら
字
を
予
測
し
て
読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。
写
真
は
『
前

掲
書
』に
書
き
写
さ
れ
た
殺
人
犯
の
指
名
手
配
書
の
一
部
で
す
。大
坂（
阪
）

奉
行
所
が
作
成
し
た
も
の
で
指
名
手
配
者
の
顔
や
身
体
の
特
徴
等
が
書
か

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
も
と
に
写
真
の
字
を
予
測
し
、
翻
刻
の
〇
に

一
字
ず
つ
字
を
入
れ
て
み
ま
し
ょ
う
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こ
の
手
配
書
に
は
、
右
の
記
述
以
外
に
「
鼻
高
き
方
、
眉
毛
濃
き
方
、

言
舌
静
な
る
方
」
と
記
述
さ
て
い
ま
す
。
面
長
で
色
白
の
イ
ケ
メ
ン
で
も

の
静
か
な
タ
イ
プ
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。 
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